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ゆう・あいネットは、亀岡市と編集委員（市民）の協働で制作しています。

よく耳にするありふれた質問、その中に固定観念や性別に対する
先入観などが含まれていませんか？　
そのような言葉をかけられた時に、どう対応するか考えてみました。
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何気ないその言葉が、誰かを傷つけているかもしれません

いつの時代にも、よく聞かれる質問ですね。
ご近所さん、親戚、職場の上司など悪意は
なくても、聞かれた側は答えに困ることも
ありますね。

聞き手の立場や聞いた時の状況により、意味合い
が違ってきますが、〇か月「も」という言い方に、
育休取得に否定的なニュアンスが感じられますね。

「普通はそうするもの」、「結婚したら子どもはできるもの」、「結婚＝幸せ」といった考え方が、このよう
な質問を生んでいます。人それぞれの事情や多様な考え方が、しっかりと尊重される社会が求められてい
ます。

令和6年度雇用均等基本調査（厚生労働省）によると、育児休業取得率は女性が86.6％、男性が40.5％
と報告されており、男性の育児休業取得率は依然として低い状況です。
男女ともに育児休業を取得しやすい職場づくりを進めていく必要があります。

まだです

すみません
ご迷惑を
おかけします

はい
〇か月
いただきます

家族で
話し合って
決めました

子どもとともに
成長して
戻ってきます！

結婚という枠に
とらわれたく
ないです

聞かないで
ほしい・ ・ ・

パートナーは
いるんですが
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性別に関する思い込みは、無意識の偏見となって誰か
の可能性を狭め、不公平な扱いを生むなど、さまざま
な場面で「見えない壁」となります。

「ゆう・あいプラン２０２１～亀岡市男女共同参画計画～」の今後の施策の方向付けのため、また、実施して
いる事業の課題を把握するために市民意識調査を実施しました。
性別による役割分担意識※に対する考えについて、「問題だと思う」と「どちらかといえば問題だと思う」が
75.3%、「問題だと思わない」と「どちらかといえば問題だと思わない」が20.0%となっています。

一人ひとりが自分の思い込みに気づき、言葉

や行動を積極的に見直すことは、誰もが自分

らしく生きる社会の実現に向けた第一歩です。

まだまだあります！
ジェンダーに関する何気ない、悪気のない、
無意識の偏見、思い込みの会話

※「男は仕事、女は家庭」といった、性別によって役割を固定的に分ける考え方

自分の人生なので好きな分野に進みます

僕は子どもが好きなので
保育士を目指しています

男性保育士も増えています
性別に関係なく夢に向かっていきます

この件は私もよく理解していますから
ぜひリーダーにチャレンジしたいです

性別ではなく、案件をよく理解して
いる人を選べばよいと思います

やはりリーダーは男性のほうが
何かとやりやすいのかな

女性の多い職場は
大変かなあ・・・

性別と進路は関係ないと思います

やっぱり理系は
男子が多いし
大変かなあ・・・

男の子でしょ
女子力高い

ね！
女性には
この仕事は

………
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令和６年度　亀岡市男女共同参画に関する市民意識調査



植物油インキを
使用しています。再生紙を使用しています ゆう・あいネットは、ユニバーサルデザインフォントを使用しています。

＊記事に関するお問い合わせやご意見がありましたら次までお願いします。
〒621-8501 亀岡市生涯学習部人権啓発課男女共同参画推進係　TEL 0771-25-5075　FAX 0771-22-6372  
電子メール jinken-keihatsu@city.kameoka.lg.jp

市制70周年記念事業　「かめおか人権・平和　市民フォーラム」開催
令和７年11月16日（日）ガレリアかめおかにおいて、人権啓発事業・人権教育事業・男女共同参画推進事業で
啓発イベントを開催し、多くの市民の皆さまにご来場をいただきました。
男女共同参画推進事業では、手話コーラス、ワークショップ、パープルリボンメッセージ展、パネル展示など
を通じて、男女共同参画社会への理解を深めていただきました。

オープニングステージでは、運営委員による手話コーラス「You&I」を披露
しました。曲のテーマ「ゆう・あい」には、人として多様な生きかたを認め
合う社会の実現への思いが込められています。

手話コーラス

亀岡市の男女共同参画・LGBTQ+に関する取り組みや、市内の参画団体の活動
について、パネル展示による紹介を行いました。

パネル展示

睡眠についての解説や意見交換、戦争や平和についての展示、非行防止をテーマ
にした帽子作りを通じて、幅広い世代の方に男女共同参画についての理解を深め
ていただきました。

ワークショップ

あらゆる暴力の根絶を願うシンボルとして、ご来場の皆さまに紫色のリボン
にメッセージを書いていただき、『パープルリボンの木』に結びつけて展示
しました。

パープルリボンメッセージ展

★編集後記★
自分と誰かの境界線「それはあなたの考えで、私の考えではない」これを混同している人は多いです。
悪気なく言われた言葉、相手と考え方が違うと返答にモヤモヤします。明るくユーモアをもって答えたいと思います。

私は自分自身常識的な人間だと常々思っていますが、他人からはよく変わっていると言われます。
結局人はそれぞれの常識の中で生きていて、偏見を持っているのだと思います。それを理解し、互いへの敬意を忘れ
なければ、気持ちよくすごせそうだと思いました。

「よくある質問」どれか一つは言われたはずなのに、記憶をたどってみても思い出せない自分自身思い込みの中で生
きていたのだと思います。

 ゆう・あいネット　編集スタッフ：野村渉子　松井由香里　森下明美（50音順）

大葉台教室 （指導者：岩崎かよみ） ☎090-5068-0451
亀岡北町教室 （指導者：樋口　幹子） ☎090-1159-8743
亀岡大井教室 （指導者：宮田　友美） ☎080-3806-1737
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２月無料体験受け付け中
新学年受け付け中
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